


（１）成分と特徴　
バチルス・カメリア（以下カメリアと呼ぶ）はカメリア菌と呼んでいる、いわゆる

納豆菌の仲間の代謝生産物を主成分とする資材である。この製品は、菌体ではなく代
謝生産物を主成分とすることが第一の特長である。従って、この製品に関しては、使
用してからカメリア菌を繁殖させようという考えは一切無い。
野菜類の場合、育苗期から使用することにより太くて白い根（断根の後に出るよう

な根）を作り、苗半作を実現する。言い換えれば、カメリアは「強い根」を作る資材
であり、この「強い根」が以下に示す全ての効果を実現しているのである。

この太くて白い根は非常に高い活性を有することから枝根・細根を旺盛に出し、根
量を増加させる。さらに、根の更新も盛んに行われるようになる。活性が高い根は水
分や肥料の吸収が旺盛なだけでなく、呼吸や分泌物の代謝も活発に行う。根から出る
分泌物が多くなると、これを栄養源として利用する土着の根圏微生物（共生菌）の繁
殖が活発になる。人為的に外から投入した微生物は定着率が低いが、カメリアの場合、
作物の根が栄養源を供給することで土着の根圏微生物を繁殖させることから、定着率
の問題は全く無い。これらのことは可給態リン酸（植物に吸収利用されるリン酸）の
増加により証明されている。土中で植物が吸収できない形のリン酸を可給態に変えて
いるのが共生菌であるといえる。

共生菌が増えることについて目に見える最も判りやすい例として、マツタケの増収
が挙げられる。マツタケは赤松の根に共生する菌で、外生菌根菌に分類される。この
外生菌根菌であり、寄生性が強いことがマツタケの人工栽培を困難にしている。マツ
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タケのシロは赤松の根の老化に伴い、毎年10㎝程度根元から離れてしまう。ところが、
カメリアの姉妹品である樹木用｢バイオビリオン｣を使用し、根を活性化し新たに細根
を出させることで、離れていったマツタケのシロを戻すことに成功している。さらに、
衰退してマツタケの発生が見られなくなったシロの復活にも成功している。つまり、
単に現在のシロから大きなマツタケを多数採るだけでなく、シロの復活・拡大も図れ
る結果となっているのである。

このようにカメリアの使用で、作物が固有の共生菌の力を強く借りながら生育する
ため、種が本来持っている性質が強く現れるようになる。ゆえにカメリアは作物を選
ばず、土も選ばない。そして、効果の再現性が非常に高い。これが第２の特徴である。
ただし、農薬や化学肥料だけに頼って微生物相が単純化した圃場と、有機物を投入し
て微生物相が複雑になっている圃場を比較すると、明らかに後者で高い効果が現れる。
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以上の効果を目的とすることから、カメリア使用のタイミングは必然的に生育初期
に重点が置かれることになる。以後は作物にとって生育条件が大きく変わり、ストレ
スがかかるときである。つまり、発芽時・仮植時・定植時などの確実な処理が高い効
果を生み出す源となる。

（２）使用方法　
カメリアには液体、粉、ペレットの３種類があり、標準的には次のように使い分ける。

基本的に葉菜類などの１回採り作物は育苗期の使用で終了とする。果菜類などの長
期採り作物の場合は、育苗から収穫終了までの使用となる。
ここで、長期採りの果菜類における標準的なカメリア使用のタイミングとその理由

を記す。共同育苗や購入苗などの関係で最初から使用できないときは、苗が届いた段
階からの集中的な使用が必要となる。なお、作物別の使用方法は別の機会に譲るもの
とする。
①播種前　
種・球根・種芋などは、播種前にカメリア100倍希釈液に浸漬する（コーティング種
子は除く）。発芽率が向上し、揃う。
②発芽後
病原菌に対する抵抗性は、子葉展開～本葉３枚前後が最も弱く、この時期に病原菌

に感染しやすいことから、できるだけ早く根の活動を旺盛にする必要がある。根の活
動が旺盛になると、根から出る分泌物で病原因の繁殖を抑えながら共生菌の根圏での
繁殖が促進され、病原菌に感染しにくくなる。また、カメリアの作用により根の出方
が変わるので、この時期の使用でその後の生育がスムーズとなる。
③仮植後
苗の仮植は、根域を広げ、生育環境を良くするために行う。しかし、仮植という作

業により根が傷み、土が変わることがストレスとなる。従って、ここでもカメリアの
使用で根を強くし、新しい環境に早く適応（活着）させ根圏の微生物相を作物に適し
たものにすることが必要である。
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④定植前・後
定植時がカメリア使用にあたって最も重要な時期といえる。逆に、この時期に使用

しないとカメリアの大きな効果は期待できないともいえる。
定植の作業は根を傷めることになる。さらに生育環境が大きく変わることから、ス

トレスが大きく作物の体質にも変化が起こる。このために作物が最も病原菌に感染し
やすい時期である。
従って、定植前にカメリアを育苗培土にしっかり染み込ませて根の更新を早めるこ

とで、根の傷みから早く回復するようにし、定植後の初潅水でカメリアを再度使用し、
早く新しい環境に適応（活着）できるようにすることが必要である。
毎年、土壌病害が発生する圃場では、定植前に植穴にカメリア（粉またはペレット）
を投入・混和してから定植する。本圃の土壌中の根圏微生物の繁殖をさらに促進する
ので、土壌病害に強く、収穫量も波が少なく安定的に拡大することになる。これで、
根圏の微生物相は作物の生育に適したものとなる。
⑤成り疲れが出る前
長期採り作物は、収穫量に波があり、収穫量が多くなるにつれて作物は成り疲れて
いく。この疲れは根に最も早く現れ、収穫がピークのときには、葉は元気に見えても
根にはすでにダメージが出ている。従って、その後に収穫量が低下していくことにな
る。根が疲れることによって、根の分泌物が減少したり、変化することから根圏の微
生物相にも影響が出ることはいうまでも無い。
また、草勢の低下によって、病害に対する抵抗力も低下してしまう。従って、病原

菌に感染したり、発病しやすくなるのがこの時期である。カメリア使用で根を強化し
て草勢を維持することが必要である。
⑥発病直後
毎年、土壌病害が発生する圃場では、土壌消毒とカメリアを併用していても、発病

をゼロにすることは困難と言わざるを得ない。そこで、発病を早期に発見し、カメリ
ア（液）を潅水する。使用のタイミングによって回復の程度は異なるが、発病直後であ
れば３回程度の使用で回復するものもある。その確率は使用が早いほど高くなる。
通常は根の強さで病気の広がりを抑える（病原菌に感染しても発病させない）こと
を目的として使用する。ただし、育苗期から使用しないで、発病後に初めてカメリ
アを使用した場合は、効果はほとんど期待できない。初期から使用している場合は
情報を記憶しているためか反応が非常に早いが、大きく成長してから初めて使用し
た場合や、衰弱してから初めて使用した場合は明かに反応が遅い。
このようなカメリアの使用で、結果として多くの作物で様々な土壌病害が抑制さ

れているが、全ての条件で同様に効果があるわけではなく、当然のことながら土作
りと適切な管理があって初めて高い効果が期待できるのである。
つまり、総合的に作物が生育しやすい環境作りをすることが前提となって、カメ

リアの効果は高く現れ、結果として土壌病害が減少し、増収となる。カメリアをう
まく使いこなしてもらえれば幸いである。
また、カメリアは大きな初期投資が必要な資材ではなく、目で見える効果を確認

しながら使用するため経費が無駄にならない。
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使用中に見てもらいたい目に見える効果は、概ね次の点である。

育苗期の効果

発芽率の向上、根張りが良い、生長が早い、徒長しない（高温期の育苗では特に効
果を発揮）など。

定植後の効果

活着が早い、生長が早い、節間が短い、草勢が低下しない（低温期には地温を高め
に推移させるため特に効果が大きい）、追肥の回数が増えるなど。

収穫期の効果

収穫が早い（葉菜類で顕著）、実の肥大が早い（果菜類で顕著）、収穫量の平均化、
収量の増加、品質の向上、収穫期間の延長、収穫終了後の根量が多いなど。
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土壌病害に関して

発病の減少、病気の進行が遅い、農薬の使用回数の減少など。

以上の効果は、全て根の強さがもたらすもので、カメリアは直接土壌病害を抑制す
るものではなく、強い根が根圏微生物の力を借りて、土壌を改良しながら効果を高め
ていく資材である。従って、一作目より二作目、二作目より三作目と連作をする度に
効果が高く現れることになる。このことから、一作の施用で飽きてしまわずに、三作
は続けてほしい資材である。ただし、土作りと管理をおろそかにするとこの通りの結
果が得られないことになる。一つの資材で全てを満足させるような魔法の資材は無い
ということである。
カメリアにはカメリア菌を繁殖させるという考え方は一切無く、あくまでもカメリ

ア菌の代謝生産物を主成分とする資材である。このことが効果の再現性の高さや、肥
料など他の資材との混合施用を可能にしている。さらに、殺菌剤や殺虫剤、土壌消毒
剤などの農薬とは混合施用は不可であるが、併用することには何ら問題が無い。従っ
て、基本的にはこれまでの栽培管理を変更する必要は無い。液体の希釈倍率を間違え
ても害は無く、粉・ペレットの量を多少間違えても問題は無い。ただし、製品の特性
から、次の点に注意をすることが必要となる。
■　低温期は地温が高めになるので、発芽や仮植・定植時の乾燥に注意し、
多目の水管理を心がける。

■　肥料の吸収が早いので、肥料欠乏を起こさないように注意する。
■　水分の吸収が旺盛になるので、多目の水管理を心がける。

最後にカメリアの欠点であるが、作物の栽培に関しては特に無いが、上記説明の通
りなので種があれば雑草も良く生えてしまうことが挙げられる。

以上
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